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自己紹介(専門分野と、これまでの研究） 

• 専門分野：公共経済学・財政学の観点からから、公共政策(政府の租税政策、歳出政策）、政府構造
政府統治（ガバナンス）の在り方を考える。 

 

• 公共経済学（経済学的に、公共(政府）の役割を検討する。経済学とは、限られた資源をいかに有効
に配分するかを問う学問） 

• 財政学（公共部門が、実際に限られた資源・予算を、いかに有効に配分するのかを問う学問） 

• 経済学の手法：複雑な経済をシンプル化し、重要なポイントを分析：実証（ある姿）と理論（ある姿（市
場・政府の失敗）と、あるべき姿） 

 

• 地方財政制度：国と地方の政府間財政制度の研究（「地方交付税の経済学」） 

• 行政組織のガバナンス―官民分担と統治システムを考える―：政府組織が社会の要請にこたえるた
めにどのような官民分担・ガバナンスの仕組みが望ましいのかを問う。（「行政組織とガバナンスの経
済学」有斐閣2006）＜＝エコノミスト賞受賞 

• インフラのガバナンス：公共インフラを効率的効果的に整備運営するためのガバナンス制度のあり方
（「交通インフラとガバナンスの経済学」有斐閣2010 ） 
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行政組織とガバナンスの経済学 
―官民分担と統治システムを考える― 
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交通インフラとガバナンスの経済学 



東アジアの劇的な市場変化とインフラのあり方  

• 東アジアの大競争時代 

• ＝＞国家間はもちろん、地方間での競争も激化 

• ＝＞地方住民、地元企業、地方政府の意識改革が必要 

• ＝＞歴史的背景・政治的背景を包括する決意･覚悟が必要。  

• ＝＞外部性の及ぼしあう地域は、まとまり、アジア競争に立向かうべき。 

• ＝＞地域インフラ（空港、港湾など）と地方(政府、住民、地元企業）の
一体化が必要 

• ＝＞できることから一歩ずつ、方向性だけは間違えないことが重要。 

• ＝＞これを促すインフラガバナンスの仕組みづくりが第一ステップ。 
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ガバナンスとは？ 

出典：交通インフラとガバナンスの経済学(2010) 
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空港のガバナンス 

出典：交通インフラ
とガバナンスの経
済学(2010) 
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国営空港 自治体直営空港 

統治と規制による 

空港経営  

時間の流れ  

インセンティブスキーム 

による地域厚生最大化  

今の日本  

イギリス･オーストラリアほか  

インセンティブスキーム 

による国益最大化  

ガバナンス時代へ 
(運営官庁から監督・規制官庁へ） 



近年の運営・監督状況 
   －政治化する航空行政と空港運営－ 

•成田VS羽田  

迷惑施設としての空港：成田闘争＝＞市場変化と羽田拡張・国際化 

• JAL VS ANA 

JAL破綻と救済されたJAL、JALを追い越したANA 

•羽田の発着枠(財産権） 

JALとANAの格差を埋めるために使われた発着枠：財務省のスタンス 

・インバウンドLCC拡大による政治問題緩和 

成田縛りの緩和(役割分担の明確化による有効活用の進展） 

 



 

空港の有効活用にむけて、政治
問題とは区別したアカデミックな議

論が必要！ 
 

＝＞研究者が集まり航空政策を
議論するATRS 

(先週7月2-5シンガポールで開催） 
 

＝＞論文セッション内容 
(約50セッション(各4･5本の論文） 
（計200本・300人以上の参加) 



 

http://www.geocities.co.jp/SilkRoad/3841/ATRS-japan.html 

空港の有効活用にむけて、政治問題とは区別したアカデミック
な議論を日本でも！研究者提言グループの立ち上げ 



 
 
 

by ATRS(国際航空学会)参加の日本人研究者を中心とする有志 
＜ATRS-JAPANメンバー＞ 

 
 
 
 
 

提言のポイント  
・市場メカニズムを最大限活用した、透明性ある発着枠配分 

・特殊事情は、それを目的とした個別の政策で対応  
 

赤井伸郎（大阪大学）（とりまとめ代表） 石倉智樹（首都大学東京）  
西藤真一（島根県立大学）         竹林幹雄（神戸大学）  
福井秀樹（愛媛大学）（とりまとめ代表） 水谷淳（神戸大学）  
三好千景（Cranfield University）      村上英樹（神戸大学）  
横見宗樹（大阪商業大学）         林明信（大阪経済大学）  

提言：日本の混雑空港における発着枠(タイム・スロット)配分の在り方 
 －アカデミックな視点からのあるべき姿－（2013年8月20日） 



 

1. 空港などのインフラへの公的関与（整備・運営に対するインフラ・ガバナンス）は、市場における財の移動性の確

保および、正の外部性の内部化を実現し、市場の失敗を改善するという意味で、公的部門の役割として正当

化できる。ただし、その関与が、適正でなければ、かえって、資源配分をゆがめることになる。 

2. 実際、国際化とともに飛躍的拡大を成し遂げた我が国の混雑空港における発着枠配分にも国が大きく関与し、

その活用に正負両面の多大な影響を及ぼしている。 

3. 混雑空港の発着枠は、我が国のみならず諸外国の航空企業にとって事業戦略を左右するものであり、各企業

がその配分に寄せる関心は極めて高い。 

社会背景 

 競 争 性：航空各社が競争的に参加できる発着枠の配分プロセス 

資源の効率的利用と開かれたアクセスを促進する発着枠配分の基本政策(5つのポイント） 

POINT1 

2013年8月20日
ATRS(国際航空学会)

参加の日本人研究者
を中心とする有志 

 透 明 性：裁量の余地の少ない透明な発着枠の配分ルール POINT2 

 レント回収：レントを回収し空港拡張のための投資資金を確保する仕組み POINT3 

 柔 軟 性：各種市場メカニズムの適切な組み合わせの模索を可能とする柔軟なルール POINT4 

 一 貫 性：地方路線維持等、他の目的の達成は路線補助金などの別の手段で行う POINT5 

日本の混雑空港における発着枠(タイム・スロット)配分の在り方 
－アカデミックな視点からのあるべき姿－ 



参考 

20150326 日経新聞夕刊 



関西3空港と政治行政 

• 空港の位置づけ：迷惑施設から魅力ある施設へ変化 

「大阪国際空港騒音対策協議会」=>名称変更「大阪国際空港周辺都市対策協議
会」 

 

• 東京における関西の位置づけ：財務省・国交省航空局。 

 

• 国の役割・地方の役割、日本における関西の位置づけ：政治と効率性 

 

• 国の覚悟、地方の覚悟、リスクを受け入れる姿勢、国民･住民への説明 

 ＝＞コンセッション リスク配分がすべて。 

 

• コンセッションの論点=>リスクの最適分担と、民間がリスクを取ってでもやる気を
出せる収益性の確保。(リスクと期待収益率はセット） 

 



参考 

 

20150122 日経新聞夕刊 



神戸空港の課題整理を！ 
ー３空港一体経営を見据えて－ 

 

• コンセッションにおける運営権者とのリスク配分の最適化 
• <運営側にも神戸市側にも魅力あるコンセッションに！＞(次ページ参照） 

 

そのための準備(情報整理･公開・シミュレーション）＝＞ 

• 整理１：空港の運用規制の根拠と背後にある政治構造 

• 整理２：空港島用地の規制緩和とコンセッションでのリスク配分 

• 整理３：過去にとらわれない形でのコンセッション設計と市の覚悟 

     ＝＞市債分離とリスクの受け入れ 

     ＝＝＝＞住民への説明責任：市の活性化のための税の使い方 

 

• ＝＞住民も運営権者も納得する魅力的プランの実現で、神戸市の活性化を！ 

 



(参考）神戸空港の管理収支 

 


